
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度予

定
平成32年度予

定
平成33年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

9,504,000 9,504,000

8,000,000 8,000,000

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　今後も施設の定期的な点検整備、改修等を行い、適正な維持管理・運営に努め
る。

無

屋上防水改修工事 一式

平成３０年７月～平成３０年１０月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

　屋上のウレタン塗膜防水材の損傷が激しい部分にウレタン補強を施しトップコートを
塗ることで、屋上ウレタン防水の長寿命化が図られた。
　改修後、定期的に施設を点検し、適正に維持されていることが確認できており、利用
者が安全かつ安定的に利用することが可能となった。
　この改修により、町民の健康づくり・福祉サービスの中核的施設として、福祉の増進
が図られた。
　地域住民への周知については、センター内の掲示板及び工事看板に特定防衛施設周辺
整備調整交付金を活用して行う事業であることを記載し周知を行った。

　保健福祉総合センターは、「健康遊浴施設」「生きがい・健康づくり施設」「在宅福
祉施設」等を兼ね備えた社会福祉施設である。利用者は０歳の乳児から高齢者までと幅
広く、各種検診の会場として利用するほか、子育て支援・高齢者や障害者へ保健福祉
サービスを提供する場にもなっている。また、プールや浴室、ランニングマシンを利用
したり、団体で体操を行い、利用者自ら健康づくりに励むなど、その利用目的も多岐に
渡っており、平成１６年の開設から現在まで管理運営を進めてきたところである。
　今般、当施設屋上のウレタン塗膜防水材が経年劣化により損傷が著しいことから改修
を実施する。
　町において、計画的な施設の維持管理を行うことにより、前述の施設としての機能を
果たすことが引き続き可能となり、今後も町民の健康づくり、福祉サービスの充実及び
福祉の増進が図られることを目的とする。

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：保健福祉総合センター屋上防水改修工
事）整備事業

上富良野町

上富良野町保健福祉総合センター（上富良野町大町２丁目８番４号）



上富良野演習場関連公共用施設（交通施設：富町２丁目３番通り改良舗装）整備事業

上富良野町

上富良野町富町２丁目１０８２－１９０地先～富町１丁目１０８２－１８３地先

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円

44,128,800 28,306,800

円 円 円 円 円

41,900,000 26,400,000

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施する。事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

　本事業実施後、定期的な巡回により、路面の凹凸等が防止されたことが確認されたほか、沿
道を含めた地域住民数名に対し、聞き取りを行なった結果、全員から「改善された」と回答を
受け、町民の生活環境が改善されたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を周辺住民に配付する「道路工事実施
のお知らせ」と工事中の案内看板を利用し周知を図った。

円

交付金額 68,300,000

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 72,435,600

円

計

全　　　　体：路盤改良・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工事　W=4.0m　L=360m
本年度実施分：路盤改良・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工事  W=4.0m  L=154m

補 助 事 業 の 内 容

全　　　　体：平成２８年度～平成３０年度
本年度実施分：平成３０年７月～平成３０年１２月

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　上富良野町内の住宅街に隣接している道路については、町民の生活環境を確保すべく、補修
及び改修工事を計画的に実施しているところである。
　町道富町２丁目３番通りは、昭和６０年代から平成始め頃に簡易舗装工事を実施し、維持管
理してきたところであるが、整備後２０年以上経過し、老朽に伴う劣化が著しいことから、町
民の生活環境の確保を目的として、改良舗装工事を実施するものである。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

実 施 場 所

補 助 事 業 者 名

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度
まで

平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

6,588,000 6,588,000

5,700,000 5,700,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

平成３０年８月～平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　改修後、定期的に施設を点検し、適正に維持されていることが確認できており、生徒
が安心して学べる教育環境を確保した。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、以下の方法により、地域
住民への周知を図った。
　１）校内の掲示板による掲示
　２）町ホームページへの掲載

今後とも、学習環境の維持・向上を図るために必要な事業を計画的に実施する。

上富良野中学校講堂における照明器具改修工事

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(教育文化施設：上富良野中学校講堂照明器具改修工事)
整備事業

上富良野町

上富良野中学校（上富良野町旭町１丁目１番５号）

　上富良野中学校講堂は、建築後３６年が経過し、施設の老朽及び劣化が著しいが、計
画的に維持補修及び改修工事を実施することで、教育環境を確保してきたところであ
る。
　今般、講堂照明器具が著しく老朽しているが、２０２０年で現在使用している電球
（水銀灯）の製造が中止されるため、講堂照明器具改修を実施するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事業費 17,172,000 17,172,000

交付金額 15,700,000 15,700,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（教育文化施設：公民館草分分館外部改修工事）整備事業

上富良野町

公民館草分分館(上富良野町西３線北２８号)

　本町の草分分館は、主に草分地区の住民会や老人会等の団体に利用されており、各種会議や
自治活動、葬儀、軽スポーツ等の会場として使用していることから、本施設を引き続き使用す
ることは、本町住民の生涯学習及び地域の交流を図る上で不可欠なものである。
　当該施設は、２７年前に整備され、保守修繕を繰り返すことで施設を維持してきたところで
あり、当該年度においては、屋根・外壁等の改修を要する状況にある。
　このため、本事業により改修を行い、施設利用者が今後も安定的に施設を利用できるよう整
備する。

公民館草分分館外部改修工事　一式

平成３０年８月～平成３０年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　改修後、町及び管理委託している住民会において定期的に現地を点検し、適正に維持されて
いることが確認できており、利用者が安定的に利用可能な環境が整備された。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を館内の掲示板へ掲示するとともに、
工事看板に記載することで、地域住民への周知を図った。

　今後とも、社会教育施設利用者のニーズなどに応じ、快適かつ安定的に施設を利用できるよ
う計画的に整備事業を進める。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

5,670,000 5,670,000

5,400,000 5,400,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

平成３０年７月～平成３０年１０月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　改修後、定期的に施設を点検し、適正に維持されていることが確認できており、生徒
が安心して学べる教育環境が確保された。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを校内の掲示板及び工事看板
へ記載することにより、町民への周知を図った。

今後とも、学習環境の維持・向上を図るために必要な事業を計画的に実施する。

上富良野中学校講堂　腰壁改修　一式
　　　　　　　　　　玄関改修　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(教育文化施設：上富良野中学校講堂外部改修工事)整備
事業

上富良野町

上富良野中学校（上富良野町旭町１丁目１番５号）

　上富良野中学校講堂は、建築後３６年が経過し、施設の老朽及び劣化が著しいが、計
画的に維持補修及び改修工事を実施することで、教育環境を確保してきたところであ
る。今般、玄関ポーチの破損及び外壁の腰壁部のモルタルの剥離等が著しいことから、
教育環境の維持及び確保を目的として、外部改修を実施するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事業費 10,281,600 10,281,600

交付金額 9,000,000 9,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（教育文化施設：社会教育総合センター屋上防水改修工事）整
備事業

上富良野町

社会教育総合センター(上富良野町緑町１丁目９番４号)

　上富良野町社会教育総合センターは、各種会議やサークル活動、自治活動の場として使用し
ていることから、本施設を引き続き使用することは、本町住民の生涯学習及び地域の交流を図
る上で不可欠なものである。
　当該施設は、３０年前に整備され、保守修繕を繰り返すことで施設を維持してきたところで
あり、当該年度においては、屋上改修を要する状況にある。
　このため、本事業により屋上防水シートの改修を行い、施設利用者が今後も計画的に施設を
利用できるよう整備する。

屋上防水改修工事　一式

平成３０年７月～平成３０年１０月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　改修後、定期的に施設を点検し、適正に維持されていることが確認できており、利用者が安
全かつ安定的に利用する環境が整備された。
　また、センター内の掲示板及び工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して行う
事業であることを記載し地域住民への周知を行った。

　今後とも、社会教育施設利用者のニーズなどに応じ、快適かつ安定的に施設を利用できるよ
う計画的に整備事業を進める。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度予

定
平成32年度予

定
平成33年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

4,104,000 4,104,000

3,700,000 3,700,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

平成３０年７月～平成３０年１０月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　屋根及び外壁の一部を塗装、外壁タイル部をガルバリウム鋼板張とする改修を行った
ことで施設の長寿命化が図られた。また、一部タイルを剥離したことで、落下事故の危
険を回避し公園利用者が安全かつ安心して利用できるよう措置できた。
　改修後、定期的に施設を点検し、適正に維持されていることが確認できており、都市
公園の機能が引き続き確保されることとなった。
　また、公園内看板及び工事標識に特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して行った
事業であることを記載し地域住民へ周知した。

　改修後の施設の維持管理については、町及び施設管理の委託者が定期的な巡回による
施設点検を行っており、これにより今後も計画的にかつ適正な維持管理を行っていく。

外部改修工事一式（外壁及び屋根葺材の改修）

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(スポーツ又はレクリエーションに関する施設：島津公園
トイレ外部改修工事）整備事業

上富良野町

島津公園トイレ（上富良野町富町１丁目４番）

　島津公園トイレは、平成５年の建設以降２５年が経過しており、屋根葺材及び外壁塗
装部に塗膜の劣化、外壁タイルにクラックや剥離、それに伴うタイル落下が見られる。
　このため、屋根及び外壁の一部を塗装、外壁タイル部をガルバリウム鋼板張とする改
修を行い、公園利用者が安心かつ安全に利用できるよう措置することで、住民の健康維
持や豊かな情操育成という都市公園機能の確保を図ることを目的とする。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定
令和3年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

11,880,000 11,880,000

11,157,000 11,157,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

設計：平成３０年７月～平成３０年９月
工事：平成３０年１２月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　改修後、公務補及び教職員が定期的に施設を点検したところ、設備の老朽化が改善さ
れ、生徒からは「使いやすくなった」などの評価が得られ、適正に維持されていること
が確認できており、生徒が安心して学べる教育環境が確保された。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを校内の掲示板及び工事看板
へ記載することにより、町民への周知を図った。

今後とも、学習環境の維持・向上を図るために必要な事業を計画的に実施する。

トイレ改修　設計　一式
　　　　　　工事　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(教育文化施設：上富良野中学校講堂トイレ改修工事）整
備事業
上富良野演習場関連公共用施設(教育文化施設：上富良野中学校講堂トイレ改修工事その
２）整備事業

上富良野町

上富良野中学校（空知郡上富良野町旭町１丁目１番５号）

　上富良野中学校講堂は、建築後３６年が経過し、施設の老朽及び劣化が著しいが、計
画的に維持補修及び改修工事を実施することで、教育環境を確保してきたところであ
る。
　今般、トイレの内装、手洗い場及び便器等が著しく老朽していることから、教育環境
の確保を目的として、トイレの全面改修を実施するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定
令和3年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,576,240 2,576,240

2,343,000 2,343,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　今後とも、保健福祉施設利用者のニーズなどに応じ、快適かつ安定的に施設
を利用できるよう計画的に整備事業を進める。

無

グランドピアノ　１台
プロジェクター　１台

平成３１年２月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　本事業の実施により、ピアノ利用者からは「幅広くコンサートが開催できる
ようになり町民の文化活動が充実される」、またプロジェクター利用者からは
「画面が見やすくなり、高齢者の事業で好評である」という評価が得られ、町
民の文化活動及び福祉活動への貢献が図られた。

　また、以下の方法により、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で
あることを下記の方法で地域住民へ周知した。
　１）センター内の掲示板による掲示
　２) グランドピアノ及びプロジェクター本体に掲示

　保健福祉総合センターは、「健康遊浴施設」「生きがい・健康づくり施設」
「在宅福祉施設」等を兼ね備えた社会福祉施設である。利用者は０歳の乳児か
ら高齢者までと幅広く、各種検診の会場として利用するほか、子育て支援・高
齢者や障害者へ保健福祉サービスを提供する場にもなっている。また、プール
や浴室、ランニングマシンを利用したり、団体で体操を行い、利用者自ら健康
づくりに励むだけでなく、文化活動に関する事業を行う場所として位置づけら
れる当施設は、ピアノや合唱の発表会やコンサートの開催などと、その利用目
的も多岐に渡っており、平成１６年の開設から現在まで管理運営を進めてきた
ところである。
　今般、多目的ホールに設置しているグランドピアノが経年劣化による機能低
下で、文化活動における演者や視聴者の利用に支障をきたしており、プロジェ
クターは現在の町民の利用に関するニーズに対応できない機材であることか
ら、機材を更新し整備を実施する。
　町において、備品の更新をすることにより、町民の文化活動、福祉活動に寄
与することを目的とする。

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：保健福祉総合センター備品購
入）整備事業
上富良野演習場関連公共用施設（社会福祉施設：保健福祉総合センター備品購
入その２）整備事業

上富良野町

上富良野町保健福祉総合センター（空知郡上富良野町大町２丁目８番４号）



上富良野町

上富良野町（空知郡上富良野町大町２丁目２番４６号）

平成３１年１月～平成３１年３月

平成29年度 平成30年度

円 円 円 円 円

6,480,000

6,478,000

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

　本事業によって、救急活動用資器材を整備することにより、隊員からはベッドサイドモニタ
について、｢画面が大きく見やすい｣、｢以前のモニターより表示されるデータが詳細になってい
る｣、半自動除細動器（ＡＥＤ）は、「形状が工夫されていて、現場で使用しやすい」、「バッ
テリー残量が、パーセント表示で分かりやすい」といった評価が得られ、救急救命における高
度な傷病者の把握、病院選定、質の高い救命措置を図ることができた。
　また、救急活動用資器材の更新が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を以下の方
法により地域住民への周知した。
（１）役場庁舎内の掲示板に掲示した。
（２）救急活動用資器材に事業名を記載し周知を図った。

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

　今後についても、計画的に資器材の更新を行い、傷病者の救命率の向上及び予後の改善がで
きるよう救急活動体制の充実強化を図る。

事業の改善措置及び今後の対応

交付金額 6,478,000

円

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 6,480,000

計
令和3年度

予定
令和元年度

予定
令和2年度

予定

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

　当町の救急活動において、傷病者のバイタルサインの把握は必須でありベットサイドモニタ
は必要不可欠な機器である。特に、心肺停止状態の傷病者に対し半自動除細動器（ＡＥＤ）の
使用は欠かせないものとなっている。現在使用している機器は２０年以上経過し測定精度、故
障発生リスクの高まりが懸念されている。今後故障した場合、機器メーカー側の補修部品調達
が不可能な事により修理不能であり、また、現場で故障したときに代替手段の無い機器でもあ
る。
　今般、ベットサイドモニタ及び半自動除細動器（ＡＥＤ）を整備することにより、引き続き
救急救命における高度な傷病者の把握、病院選定、質の高い救命措置を図ることを目的とす
る。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

救急活動用資器材　一式補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（消防に関する施設：救急活動用資器材購入）整備事業補 助 事 業 名



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定
令和3年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

4,622,400 4,622,400

4,500,000 4,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

平成３１年２月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

交付金額

　本事業の実施により、医師・看護師等への聞き取り調査では、「画面表示が見やすく
なった。」「画面登録、表示の切替え等の操作が簡単に行えるようになった。」「ナース
ステーションへの送信が不安定な病室があったが、全病室から安定して送信できるように
なった。」との評価が得られるなど、医療環境の改善が図られた。
　なお、本機器が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下に記載し、
本事業に係る地域住民への周知を図った。
 ・備品本体に標示
 ・院内にポスターを掲示

　今後も医療機器の現状を把握し適正な管理を行っていくとともに、患者のニーズ及び医
師・看護師等の意見を踏まえ計画的に事業を実施する。

医用テレメータ・送信機　１式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器購入）整備事業

上富良野町

上富良野町立病院（空知郡上富良野町大町３丁目２番１５号）

　本病院は、普通診療及び救急医療に対応する医療機関として必要な医療機器整備を図
り、町民の健康維持と予防・指導に力を入れて、疾病の早期発見・治療を始め医療情報の
提供等的確な医療を目指している。
　しかしながら、多くの機器が耐用年数を過ぎ老朽化が進んでおり、整備が必要な状況で
ある。
　このため、本事業で機器の更新を行い、町民の疾病の早期発見と治療の充実を図るとと
もに、健康の推進を図るために良質で安定的な医療環境を改善する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定
令和3年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,077,272 2,077,272

2,000,000 2,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

平成３１年２月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の実施により、教職員及びＡＬＴ（外国語補助助手）からは「普段の教室では
なく新設した教室で行うことにより、児童の外国語授業に対する意識に変化が生まれて
おり、英語に対しより意欲的に取り組むようになっている。」「大型のスクリーンによ
る授業を行っており、画像や映像を見せることにより、児童の授業に対する集中力が高
まっている。」「教室を小さな外国として位置付けており、英語に触れあう機会が増え
た。」「外国語の教室が固定化されたことにより、授業準備から授業実施まで同一教室
で行うことが可能になり効率化が図られた。」という評価が得られ、外国語教育の推進
が図られた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、次の方法によ
り、地域住民への周知を図った。
　１）本体への標示
　２）広報誌及び町ホームページへの掲載
　３）学校の掲示板への掲示

今後とも、学習環境の維持・向上を図るために必要な事業を計画的に実施する。

授業用パソコン　　　　 　　　 １台
ＢＧＭアンプ　　　　　　　　　１台
スクリーン(天吊り）　　　　　 １台
プロジェクター（天吊り）　 　 １台
スクリーン(可動式）　　　　　 １台
プロジェクター　　　　　　 　 １台
授業用机　　　　　　　　 　 ２１台
授業用いす　　　　　　　 　 ４２台
授業用ロッカー　　　　　 　　 ４台

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(教育文化施設：上富良野小学校英語教育用物品購入）整
備事業

上富良野町

上富良野小学校（空知郡上富良野町旭町１丁目３番１３号）

　文部科学省は、平成２９年３月３１日に学校教育法施行規則の一部改正と小学校学習
指導要領の改訂を行った。
　新小学校学習指導要領等では、「外国語」「外国語活動」を令和２年度から全面的に
実施することとなり、平成３０年度から２年間が移行期間として設定され、現在、上富
良野町では先行して英語教育を完全実施している。
　本事業の実施により、児童が日常的に英語に触れ、英語を学ぶことができる教室の環
境を整えることで、小学校における外国語教育の推進を図ることを目的とする。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定
令和3年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,948,400 2,948,400

2,900,000 2,900,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

無

平成３１年２月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　改修後、公務補及び教職員が定期的に施設を点検したところ、通路等に駐輪する自転
車が無くなり、整然と駐輪されていることが確認できており、生徒が安心して学べる教
育環境が確保された。
　また、以下の方法により、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であること
を下記の方法により地域住民へ周知した。
　１）校内の掲示板による掲示
　２) 町のHPに掲載
　３) 本体への標示

今後とも、学習環境の維持・向上を図るために必要な事業を計画的に実施する。

自転車用輪留め　一式

事　業　評　価　書

上富良野演習場関連公共用施設(教育文化施設：上富良野中学校教育用物品購入）整備事
業

上富良野町

上富良野中学校（空知郡上富良野町旭町１丁目１番５号）

　平成２９年度に校舎の改築・改修を終え、平成３０年１１月末に外構工事が完了し
た。
　外構工事において、生徒の通学用自転車のため駐輪場整備を実施したことに伴い、自
転車用輪留めを新規に整備するものである。
　本事業の実施により教育用管理備品が整備されることで、生徒の自転車マナーの啓発
がなされ、道徳教育等推進が図られることを目的とする。



事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

4,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　機器の更新により、センター職員より、｢ガスフライヤーは故障もなく、長期間、
安心して使用出来る。消毒保管機は設定温度を維持し安定的に使用出来る｣という評
価が得られ、給食の安心・安全かつ安定的な供給環境が整備された。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、以下の方法により周知
した。
　1)町のホームページ及び広報誌への掲載
　2)給食だよりへの掲載
　3)本体への標示

事業の改善措置及び今後
の対応

　学校給食の安定提供を図るため、今後も施設設備の計画的な整備を進める。

事 業 費 及 び 交 付 金 額

交付金額 4,000,000

令和3年度
予定

計

円 円
4,838,400

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定

事業費

円 円
4,838,400

円 円

補助事業の成果の目標

　耐用年数が１０年の機器に対し、本事業対象のガスフライヤー２台は１１年が経過
し経年劣化により老朽化が著しく、故障した際の制御盤の部品の保管がない状況にあ
る。また、消毒保管機１台は１７年経過と経年劣化により老朽化が著しく、温度が衛
生管理上要求される８５℃まで上がらない事態も見受けられ、給食の安心・安全かつ
安定的な供給が危うい状況にある。
　このため、平成３０年度上富良野学校給食センター調理機器・施設設備等整備計画
に基づき計画的に機器を更新し、給食の安心・安全かつ安定的な供給を目標とする。

補 助 事 業 の 内 容
 ガスフライヤー　２台
 消毒保管機　１台

補 助 事 業 の
始 期 及 び 終 期

 平成３１年２月～平成３１年３月

実 施 場 所  上富良野学校給食センター（空知郡上富良野町向町１丁目１番１５号）

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名
 上富良野演習場関連公共用施設
 （教育文化施設：学校給食センター調理機器等購入）整備事業

補 助 事 業 者 名  上富良野町


